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原点をみつめて新たな一歩へ　～変わらずにいること、変えていくこと～

日
程
表

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

第 1 会場

1号館 2F
センチュリーホール

第 1 会場第 2 会場

4号館 1F
白鳥ホール

第 3 会場

1号館 4F
レセプションホール

第 4 会場

1号館 4F
会議室141+142

第 5 会場

1号館 3F
会議室131+132

ポスター・
展示会場
1号館 1F
イベントホール

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

第 1 会場

1号館 2F
センチュリーホール

第 1 会場第 2 会場

4号館 1F
白鳥ホール

第 3 会場

1号館 4F
レセプションホール

第 4 会場

1号館 4F
会議室141+142

第 5 会場

1号館 3F
会議室131+132

ポスター・
展示会場
1号館 1F
イベントホール

タイムテーブル　2017年 9月 2日（土）　＜会期1日目＞ タイムテーブル　2017年 9月 3日（日）　＜会期2日目＞

10:15-10:45
教育講演 1

臨床研究法の解説

10:00　開会式

14:45-15:00　閉会式

9:00-10:00

ポスター掲示

14:30-15:30

ポスター撤去

13:30-14:15
ポスター発表 1
奇数番号

10:00-13:30
ポスター閲覧

9:00-14:30
ポスター閲覧

15:00-18:30
ポスター閲覧

9:15-9:45
教育講演 4

患者申出療養制度の解説

10:45-11:15
教育講演 2

11:15-11:45
教育講演 3
拡大治験の解説

12:15-14:15
ブラウンバッグセミナー 2
国際共同治験で

押さえておきたい英語
共催：日本CRO協会

12:15-13:15
ブラウンバッグセミナー 1

16:30-18:30
ワークショップ 2
健康被害事案の

対応経験を振り返り
実務能力を研鑽しよう
～初回説明時の
あり方を考える～

9:00-11:00
ワークショップ 3
治験実施医療機関に
おける治験事務局の
連携を深めよう！
～治験事務局

ワールドカフェ～

12:45-14:45
ワークショップ 4
CRCの原点とは

～変わらずにいること、
変えていくことを
ワールドカフェで
語り合おう～

11:15-12:15
ブラウンバッグセミナー 4

11:15-12:15
ブラウンバッグセミナー 5

15:15-16:15
特別講演 1

先端医療機器の開発に挑戦し
続ける～日本三大疾患に挑む～

筒井　宣政

情報交換会（19:00-）
3 号館 B1F カフェテリア「カスケード」

13:15-14:15
特別講演 2

研究倫理教育の現状と課題
～研究倫理教育から RCR教育へ～

札野　　順

12:30-13:00
優秀演題表彰式

12:15-13:15
ブラウンバッグセミナー 3
治験・臨床試験における PET検査
共催：日本核医学会

10:15-11:45
教育セッション 1
患者さんから
「再生医療」

について質問されたら
どうしますか？

10:15-11:45
シンポジウム 1

院内コーディネーション
のコツここにあり！
～専門性を活かした
チームの取組み～

9:15-10:45
シンポジウム 7

さまざまな思いを示す被験者
に対し我々ができること　
～臨床試験に期待する患者・
家族の声・CRCへのエール～

9:45-10:30
教育講演 5

保険外併用療養費制度・
被験者負担軽減費の解説

13:15-14:45
教育セッション 4
臨床データから成果物に
至るまでのプロセスを
振り返るとともに、

我々CRCの存在意義を
考える

9:15-10:45
シンポジウム 8
海外はどうしている？
日本はどうなるべき？
～チーム力向上のために
役割分担を考えよう～

13:15-14:45
シンポジウム 10
治験審査委員会・
倫理審査委員会の

審査の質向上のための
取り組み

9:15-10:45
シンポジウム 9
医療現場のニーズから
始まる医療機器開発

15:15-16:45
シンポジウム 3
治験の国際化の中で
我々はどのように
変わっていくべきか
～ ICH-E6 を中心に～

17:00-18:30
トークセッション
原点を見つめて
新たな一歩へ

～ CRC・CRAとして
の心構え～

17:00-18:30
シンポジウム 6
医師主導治験の運営
～壁は壊せる、
乗り越えられる～

17:00-18:30
教育セッション 2

現場視点の
臨床研究支援について
～チェックすべきポイント
（プロトコル作成から

実施まで）～

17:00-18:30
教育セッション 3
開発が困難な

希少疾病・難病領域
における臨床研究、
新薬開発の産学患の

取り組み

15:15-16:45
シンポジウム 4
説明文書、

何をどこまで？

15:15-16:45
シンポジウム 5

小児臨床開発の現状と課題、
推進に向けた取り組み
～未来を担う

子どもたちのために～

14:15-15:00
ポスター発表 2
偶数番号

10:15-11:45
シンポジウム 2
臨床試験の明日に
向けたレジストリと
バイオバンク

～ビッグデータの
時代を迎えて～

10:15-12:15
ワークショップ 1

【臨床試験支援財団企画】
コミュニケーションの
スキルを磨こう
～聴く～

〔参加体験型〕

個人情報保護法改正に伴う人を
対象とする医学系研究に関する

倫理指針改正の解説

9:00~　クローク
（イベントホール内） 8:00~　クローク

（イベントホール内）

★クローク　15:30 まで★

★クローク　20:45 まで★

これまでの治験環境の変化への対応と今後
～医療機関と治験依頼者の役割を考える～
共催：PhRMA/EFPIA Japan

“ そうだ、断捨離をしよう
-治験の効率的な運用を目指す -”

共催：クインタイルズ・
トランスナショナル・ジャパン株式会社

“ 今 ” 改めて治験の品質を考える　
～医師・CRC・CRAへ　信頼性保証の観点から～
共催：日本医師会 治験促進センター

9:00~　受付開始（場所：1号館 1F　アトリウム）

8:00~　受付開始（場所：1号館 1F　アトリウム）

中

上中初

中初 中初

上中初 上中 上中 上中 上中初

中初

上 初 中 中 上

初 中

初 中

初 中 初 中 初

初 中 上　　　　　 は、想定している参加者の経験年数（主にCRC）を「初級」「中級」「上級」に分類しています。
これはあくまで目安であり、いずれのセッションもどなたでも自由に参加していただけます。　

中

上中初

中 上中

中初



13

第17回　CRCと臨床試験のあり方を考える会議2017 in 名古屋

日
程
表
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第 5 会場
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ポスター・
展示会場
1号館 1F
イベントホール

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

第 1 会場

1号館 2F
センチュリーホール

第 1 会場第 2 会場

4号館 1F
白鳥ホール

第 3 会場

1号館 4F
レセプションホール
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タイムテーブル　2017年 9月 2日（土）　＜会期1日目＞ タイムテーブル　2017年 9月 3日（日）　＜会期2日目＞

10:15-10:45
教育講演 1

臨床研究法の解説

10:00　開会式

14:45-15:00　閉会式

9:00-10:00

ポスター掲示

14:30-15:30

ポスター撤去

13:30-14:15
ポスター発表 1
奇数番号

10:00-13:30
ポスター閲覧

9:00-14:30
ポスター閲覧

15:00-18:30
ポスター閲覧

9:15-9:45
教育講演 4

患者申出療養制度の解説

10:45-11:15
教育講演 2

11:15-11:45
教育講演 3
拡大治験の解説

12:15-14:15
ブラウンバッグセミナー 2
国際共同治験で

押さえておきたい英語
共催：日本CRO協会

12:15-13:15
ブラウンバッグセミナー 1

16:30-18:30
ワークショップ 2
健康被害事案の
対応経験を振り返り
実務能力を研鑽しよう
～初回説明時の
あり方を考える～

9:00-11:00
ワークショップ 3
治験実施医療機関に
おける治験事務局の
連携を深めよう！
～治験事務局

ワールドカフェ～

12:45-14:45
ワークショップ 4
CRCの原点とは

～変わらずにいること、
変えていくことを
ワールドカフェで
語り合おう～

11:15-12:15
ブラウンバッグセミナー 4

11:15-12:15
ブラウンバッグセミナー 5

15:15-16:15
特別講演 1

先端医療機器の開発に挑戦し
続ける～日本三大疾患に挑む～

筒井　宣政

情報交換会（19:00-）
3 号館 B1F カフェテリア「カスケード」

13:15-14:15
特別講演 2

研究倫理教育の現状と課題
～研究倫理教育から RCR教育へ～

札野　　順

12:30-13:00
優秀演題表彰式

12:15-13:15
ブラウンバッグセミナー 3
治験・臨床試験における PET検査
共催：日本核医学会

10:15-11:45
教育セッション 1
患者さんから
「再生医療」

について質問されたら
どうしますか？

10:15-11:45
シンポジウム 1

院内コーディネーション
のコツここにあり！
～専門性を活かした
チームの取組み～

9:15-10:45
シンポジウム 7

さまざまな思いを示す被験者
に対し我々ができること　
～臨床試験に期待する患者・
家族の声・CRCへのエール～

9:45-10:30
教育講演 5

保険外併用療養費制度・
被験者負担軽減費の解説

13:15-14:45
教育セッション 4
臨床データから成果物に
至るまでのプロセスを
振り返るとともに、

我々CRCの存在意義を
考える

9:15-10:45
シンポジウム 8
海外はどうしている？
日本はどうなるべき？
～チーム力向上のために
役割分担を考えよう～

13:15-14:45
シンポジウム 10
治験審査委員会・
倫理審査委員会の
審査の質向上のための

取り組み

9:15-10:45
シンポジウム 9
医療現場のニーズから
始まる医療機器開発

15:15-16:45
シンポジウム 3
治験の国際化の中で
我々はどのように
変わっていくべきか
～ ICH-E6 を中心に～

17:00-18:30
トークセッション
原点を見つめて
新たな一歩へ

～ CRC・CRAとして
の心構え～

17:00-18:30
シンポジウム 6
医師主導治験の運営
～壁は壊せる、
乗り越えられる～

17:00-18:30
教育セッション 2

現場視点の
臨床研究支援について

～チェックすべきポイント
（プロトコル作成から

実施まで）～

17:00-18:30
教育セッション 3
開発が困難な

希少疾病・難病領域
における臨床研究、
新薬開発の産学患の

取り組み

15:15-16:45
シンポジウム 4
説明文書、

何をどこまで？

15:15-16:45
シンポジウム 5

小児臨床開発の現状と課題、
推進に向けた取り組み
～未来を担う

子どもたちのために～

14:15-15:00
ポスター発表 2
偶数番号

10:15-11:45
シンポジウム 2
臨床試験の明日に
向けたレジストリと
バイオバンク
～ビッグデータの
時代を迎えて～

10:15-12:15
ワークショップ 1

【臨床試験支援財団企画】
コミュニケーションの
スキルを磨こう
～聴く～

〔参加体験型〕

個人情報保護法改正に伴う人を
対象とする医学系研究に関する

倫理指針改正の解説

9:00~　クローク
（イベントホール内） 8:00~　クローク

（イベントホール内）

★クローク　15:30 まで★

★クローク　20:45 まで★

これまでの治験環境の変化への対応と今後
～医療機関と治験依頼者の役割を考える～
共催：PhRMA/EFPIA Japan

“ そうだ、断捨離をしよう
-治験の効率的な運用を目指す -”

共催：クインタイルズ・
トランスナショナル・ジャパン株式会社

“ 今 ” 改めて治験の品質を考える　
～医師・CRC・CRAへ　信頼性保証の観点から～
共催：日本医師会 治験促進センター

9:00~　受付開始（場所：1号館 1F　アトリウム）

8:00~　受付開始（場所：1号館 1F　アトリウム）
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中初 中初

上中初 上中 上中 上中 上中初

中初

上 初 中 中 上

初 中

初 中

初 中 初 中 初

初 中 上　　　　　 は、想定している参加者の経験年数（主にCRC）を「初級」「中級」「上級」に分類しています。
これはあくまで目安であり、いずれのセッションもどなたでも自由に参加していただけます。　
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中 上中
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